
 
 

幼児教育部会における検討事項について（案） 

（教育課程企画特別部会 論点整理より） 

 
［１］新しい幼稚園教育要領が目指す姿について 

―幼児期に育みたい資質・能力と幼稚園教育要領の構造化の方向性から― 

 
○論点整理に示された育成すべき資質・能力の基本的な考え方を踏まえ、幼児

教育の特性に配慮した幼児期において育みたい資質・能力をどう明確化するか。 

○アクティブ・ラーニングの視点に立って、幼児期における指導方法をどのよ

うに充実するか。 

［２］幼稚園教育における改訂の具体的な方向性について 

―教育課程の基本的な枠組みと、小学校教育との接続から― 

 
○幼児期の終わりまでに育ってほしい姿をどのように明確化するか。 

○幼児期にふさわしい評価の在り方についてどのように考えるか。 

○幼児教育の特性等に配慮した内容をどのように改善・充実していくか。 

○幼児教育と小学校教育との接続を一層強化していくための支援方策をどの

ように進めるべきか。 

○幼稚園における子育ての支援の在り方をどのように捉え、進めるべきか。 

○幼稚園教育の目的や目標を達成するために、幼稚園におけるカリキュラム・

マネジメントをどのように確立すべきか。               

等 

42



 
 

 

 

教育課程部会幼児教育部会（第３回）における検討事項 

 

① 幼児期において育みたい資質・能力について 

論点１ 

○前回の幼児教育部会における議論や幼児教育の特性を踏まえ、小学校の各教科等における

教育の前倒しと受け取られないようにしつつ、幼児期において育みたい資質・能力の明確化

を図るには、どのような工夫が必要か。（資料２、資料４） 

 

 

（参考） 

（前回の幼児教育部会における論点） 

○「教育課程企画特別部会 論点整理」に示された育成すべき資質・能力の基本的な考え方

等を踏まえ、幼児教育の特性に配慮した幼児期において育みたい資質・能力をどのように

明確化するか。 

 

（前回の幼児教育部会の議論の整理） 

・個別の知識や技能は、幼児期の場合、何を知っているか、何ができるかというより、何を 

知ったり、何に気付いたりしているのかといった視点が大事。 

・思考力・判断力・表現力等は、興味や関心がまずベースにあって「知っていること、気付

いたことを使って、考えたり、試したり、表現したり」といった表現方法がよいのではない

か。 

・学びに向かう力、人間性等は、幼児期は環境を通しての指導がベースであることから、「ど

のように環境と関わって、より充実した生活を送るか」という表現が適当。 

・５領域の内容については、資質・能力の三つの柱に沿って整理していく必要があるのでは

ないか。 

 

 

  

平 成 ２ ７ 年 １ ２ 月 ２ ４ 日 
教育課程部会幼児教育部会 

資料１ 
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②幼児期の終わりまでに育ってほしい姿の明確化について 

論点２ 

○前回の幼児教育部会の議論や幼児教育の特性を踏まえ、幼児期の終わりまでに育ってほし

い姿の明確化を図る際、以下の視点から改善すべき点はないか。（資料３、資料４） 

 

・論点整理「育成すべき資質・能力について」（資料４ 資質・能力等関係資料 論点整理 

抜粋Ｐ8～Ｐ13）を踏まえた視点 

 

・平成 22 年以降の幼児を取り巻く環境の変化、幼児の育ちの変化、今後の社会の質的な変

化、国際社会における幼児教育に対する認識の高まり、いわゆる非認知的能力の重要性の指

摘、新しい時代と社会に開かれた教育課程（論点整理抜粋Ｐ1～Ｐ4）等を踏まえた視点 

 

・幼稚園教育要領における５領域との関係や、要領全体とのバランスの視点 

 

・「前の学校段階での教育が次の段階で生かされるよう、学びの連続性が確保されることが

重要である。」と論点整理（論点整理抜粋Ｐ13）において提言されていることを踏まえた、

小学校教育からの視点 

 

・「次期改訂に向けての課題」（論点整理抜粋Ｐ5～6）を踏まえた視点 

 

 

（参考） 

（前回の幼児教育部会における論点） 

○ 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿をどのように明確化するか。 

 

（前回の幼児教育部会の議論の整理） 

・ 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を育成すべき資質・能力の三つの柱に沿って整理

することによって、幼稚園から高等学校までを見通した体系的なものができるのではない

か。 

・ 自己肯定感について、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿として重視すべきではない

か。 
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教育課程部会幼児教育部会（第４回）における検討事項 

 

① 幼稚園における子育ての支援の在り方について 

 
 
○ 現在、子育ての支援については、学校教育法第二十四条「幼稚園においては、第二十二

条に規定する目的を実現するための教育を行うほか、幼児期の教育に関する各般の問題に

つき、保護者及び地域住民その他の関係者からの相談に応じ、必要な情報の提供及び助言

を行うなど、家庭及び地域における幼児期の教育の支援に努めるものとする。」と規定さ

れている。 
 
○ また、幼稚園教育要領においては、第１章 総則 第３ 教育課程に係る教育時間の終

了後等に行う教育活動など及び第３章 指導計画及び教育課程に係る教育時間の終了後

等に行う教育活動などの留意事項 第２ 教育課程に係る教育時間の終了後等に行う教

育活動などの留意事項に規定されているところ。 
 
○ 近年、我が国においては少子化の急速な進行、核家族化の進行等による子育て不安、孤

立感の高まりや共働き世代の増加など社会の労働環境の変化、地域における連帯感の希薄

化等による家庭や地域の教育力の低下等により、家庭、地域と学校教育がより連携強化を

図っていくことが、ますます必要となっている。特に、幼児教育は学校教育の中で、家庭

や地域との結び付きが強い学校種である。 
 
○ 「教育課程企画特別部会 論点整理」においては、「教育課程の基準となる学習指導要

領及び幼稚園教育要領も、各学校が「社会に開かれた教育課程」を実現していくことに資

するものでなければならない」と提言されている。 
また、「子供の発達の連続性を踏まえた幼児教育を充実するために、子供一人一人の多

様性への配慮や学校と家庭、地域との連携強化の観点から、幼稚園における子育ての支援

等について、具体的な留意事項の在り方等に関する検討を行う必要がある。」と提言され

ている。 
 
○ これらを踏まえ、幼稚園における子育ての支援について、具体的にどのような留意事項

を設けていくべきか。 

平 成 ２ ８ 年 １ 月 ２ １ 日 
教育課程部会幼児教育部会 

資料１ 
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2 
 

② 幼稚園における「教育課程に係る教育時間の終了後等に行う教育活動」（いわゆる「預

かり保育」）の充実について 

 

 
○ 現在、「預かり保育」については、学校教育法第二十五条「幼稚園の教育課程その他の

保育内容に関する事項は、第二十二条及び第二十三条の規定に従い、文部科学大臣が定め

る。」と規定されていることを踏まえ、幼稚園教育要領において、第１章 総則 第３ 教

育課程に係る教育時間の終了後等に行う教育活動など及び第３章 指導計画及び教育課

程に係る教育時間の終了後等に行う教育活動などの留意事項 第２ 教育課程に係る教

育時間の終了後等に行う教育活動などの留意事項に規定されている。 
 
○ 「預かり保育」は、通常の教育時間の前後や長期休業期間中などに、地域の実態や保護

者の要請に応じて、幼稚園が、当該幼稚園の園児のうち希望する者を対象に行う教育活動

であり、我が国の子育て環境の変化等から、その要望は年々高まっており、実施率も増え

てきている。 
 
○ これらを念頭に置きながら、「預かり保育」について、例えば、教育課程に基づく活動

との関連性など、学校教育法や幼稚園教育の基本を踏まえ、幼稚園の教育活動として適切

な活動となるよう、充実すべき点や留意事項として加えるべき点はないか。その際、「幼

稚園が「社会に開かれた教育課程」を実現していくことに資するという観点から、考慮す

るべき点はないか。 
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教育課程部会幼児教育部会（第５回）における検討事項 

 

【１．幼児教育の特性に配慮した教育内容の改善充実について】 

 
１．幼稚園教育要領等全体及び総則の構造の在り方の観点から、改善すべき点は考えられ

るか。 
○ 「教育課程企画特別部会 論点整理」においては、「次期学習指導要領等については、

資質・能力の三つの柱全体を捉え、教育課程を通じてそれらをいかに育成していくかと

いう観点から、構造的な見直しを行うことが必要である。これはすなわち、教育課程に

ついて、「何を知っているか」という知識の内容を体系的に示した計画に留
とど

まらず、「そ

れを使ってどのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか」までを視野に入れ

たものとして議論するということである。」と提言されているところである。 
 
○ 幼稚園教育要領等においては、幼児教育の特性を大事にしつつ、上記提言を念頭に置

き、構造的な見直しを行う必要があるが、例えば、以下の観点から、改善すべき点は考

えられるか。 
・現行幼稚園教育要領は、小学校以上の学習指導要領とは異なり、第一章総則、第二章 
ねらい及び内容、第三章指導計画及び教育課程に係る教育時間の終了後等に行う教育活

動などの留意事項の３章で構成されている。 
幼児期に育成すべき資質・能力との関係を踏まえ、幼稚園教育要領等の全体構造を検

討するに当たって、各領域における本質的意義を捉え直していくことが重要である。各

領域に位置付けられている事項や内容の体系化を図り、資質・能力の全体像を整理して

いくことを踏まえつつ、教育課程の全体構造（第１章 総則）と各領域（第２章 ねら

い及び内容）等を往還的に整理していく必要はないか。 
その際、特に幼児期において育みたい資質・能力の重要性を踏まえ、教育課程の全体

構造に位置付けるべきものなど、現行幼稚園教育要領の再整理が必要ではないか。 
 
○ 総則・評価特別部会における検討事項（案）（Ｐ４～）を踏まえて、幼稚園教育要領

等において、改善すべき点は考えられるか。 
  

平 成 ２ ８ 年 ３ 月 ７ 日 
教育課程部会幼児教育部会 

資料２ 
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２．発達の段階や成長過程のつながりを踏まえた幼稚園教育要領等の在り方を検討する際、

改善すべき点はないか。 
 

○ 「教育課程企画特別部会 論点整理」においては、「育成すべき資質・能力については、

幼児教育から高等学校までを通じた見通しを持って、各学校段階の教育課程全体及び各教

科等においてどのように伸ばしていくのかということが、系統的に示されなければならな

い。」、「こうした『１８歳の段階で身に付けておくべき力は何か』という観点や、『義務教

育を終える段階で身に付けておくべき力は何か』という観点を共有しながら、幼児教育、

小学校教育、中学校教育、高等学校教育それぞれの在り方を考えていく必要がある。同時

に、子供たち一人一人の個々の発達課題や教育的ニーズを踏まえた対応も重要である。」

と提言されたところである。                               

  １５年にも渡る初等中等教育の始まりでもある幼児教育の重要性や特性を踏まえつつ、

総則・評価特別部会における検討事項（案）の（２）（特に、学校段階間接続：幼児期の

終わりまでに育ってほしい姿の明確化、幼児教育と小学校の各教科等における教育との接

続の充実や関係性の整理）（Ｐ４～）や各学校段階等・教科等を横断した幅広い視点から

の検討事項（言語能力の充実、特別支援教育の充実、情報に関わる資質・能力、健康・安

全等に関わる育成すべき資質・能力）等を踏まえ、幼稚園教育要領等において、改善すべ

き点は考えられるか。 

 

（参考 「教育課程企画特別部会 論点整理」 

５．各学校段階、各教科等における改訂の具体的な方向性 ②小学校 

「幼児教育と小学校教育の接続に関しては、全ての教科等において幼児教育との接続を意

識した教育課程を編成したり、幼児教育の特色を生かした総合的な指導方法を取り入れた

りするなど、スタートカリキュラムの編成等を通じて、幼児教育との接続の充実や関係性

の整理を図る必要がある。」 

   
○ 「教育課程企画特別部会 論点整理」において、「感情や行動のコントロール、粘り強

さ等のいわゆる非認知的能力を育むことがその後の学びと関わる重要な点である」、「幼児

が音声の響きやリズムに気付くこと、生活に必要な言葉を分かったり使ったりすること、

生活の中で様々な色、形などに気付いたり感じたりすること、場面に応じ体の諸部位を十

分に動かすことなどが、小学校以降の生活や学習の基盤につながる」と提言されたことを

踏まえ、幼稚園教育要領等において、改善すべき点は考えられるか。 
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3 
 

３．社会とのつながりの観点から、改善すべき点は考えられるか。 
○ 家庭や地域社会との連携、障害のある幼児との交流及び共同学習・異年齢・世代間交

流等について、幼稚園教育要領等においてどのように示すべきか。 
 

４．資質・能力の三つの柱との関係や現行幼稚園教育要領等における現状と課題から改善

すべき点は考えられるか。 
○ 論点整理で示された資質・能力の三つの柱との関係や幼稚園等の現場において日々の

教育の実践を行う中で、困難が生じている点など、幼稚園教育要領等の領域の記載内容

で改善すべき点は考えられるか。 
例えば、 
・多様な動きを伴った遊びの充実 
・自己肯定感の充実 
・思考力に関する領域間の整理 
・思考や自己コントロールに関する言葉の機能の充実 
・表現する過程の充実   等 

 

【２．アクティブ・ラーニングの三つの視点を踏まえた、幼児期に育成すべき

資質・能力を育むために重視すべき指導等の改善充実について】 

 
○ 幼児教育における学びの過程のイメージ（たたき台）（資料４参照）を踏まえ、改善

すべき点はないか。 
 
○ 教師の関わり、環境の構成、教材等の観点から、改善すべき点はないか。 
 
○ 教育課程全体において重視すべき学習活動等（習得・活用・探究、言語活動、体験活

動、問題解決的な学習、自主的・自発的な学習、見通し・振り返り、繰り返し指導、情

報機器やネットワーク等の活用、社会教育施設等の活用、学校図書館を活用した読書活

動、美術館や音楽会等を活用した芸術鑑賞活動等）の観点から、改善すべき点はないか。 
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特別支援教育部会における検討事項について（案） 

 

全ての学校や学級に、発達障害を含めた障害のある子供たちが在籍する可

能性があることを前提に、インクルーシブ教育システムの理念を踏まえ、子

供たちの自立と社会参画を一層推進するため、以下の事項を検討してはどう

か。 

 

１．特別支援教育における、 

① 社会に開かれた教育課程、育成すべき資質・能力、「アクティブ・ラーニ

ング」の視点に立った指導、カリキュラム・マネジメントの在り方。 

 

２．幼稚園、小学校、中学校、高等学校等において、 

① 各教科等の目標を実現する上で考えられる困難さに配慮するために必要

な支援の改善・充実。 

② 通級による指導や特別支援学級の意義、それらの教育課程の取扱いにつ

いての改善・充実。 

③ 合理的配慮の提供も含めた「個別の教育支援計画」や「個別の指導計画」

の位置付け並びに作成・活用の方策についての明確化。 

④ 特別支援教育コーディネーターを中心とした校内体制の確立等の観点等

の明確化。 

⑤ 共生社会の形成に向けた障害者理解の促進、交流及び共同学習の一層の

充実。 

 

３．特別支援学校において、 

① 幼児児童生徒の発達の段階に応じた自立活動の改善・充実。 

② これからの時代に求められる資質能力を踏まえた、障害のある幼児児童

生徒一人一人の進路に応じたキャリア教育の充実。 

③ 知的障害のある児童生徒のための各教科の改善・充実。 

 

４．幼稚園、小学校、中学校、高等学校、特別支援学校等との間で、 

① 子供たち一人一人の学びの連続性を実現するための教育課程の円滑な接

続の実現                    

など 

平成 27 年 12 月 22 日 

総則・評価特別部会 
資料２－１       

- 1 - 53



言語能力の向上に関する特別チームにおける検討事項 

 
 
 
１．「国語科」及び「外国語科・外国語活動」を通じて育成すべき言語能力について 
 ・育成すべき資質・能力の可視化について 

ⅰ）何を知っているか、何ができるか（個別の知識・技能） 
ⅱ）知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等） 
ⅲ）どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、

人間性等） 
 ・他教科における言語能力の育成との関係について 
 
２．言語能力を向上させるための、「国語科」及び「外国語科・外国語活動」におけ

る指導内容の系統性について 
 ・目標・指導内容（当該教科において育成すべき資質・能力）等全体に関して 
 ・言語の仕組み（音声、文字、語句、文構造、表記の仕方等）に関して 
 
３．言語能力を向上させるための、「国語科」及び「外国語科・外国語活動」相互の

連携について 
 ・目標・指導内容（当該教科において育成すべき資質・能力）等全体に関して 
 ・言語の仕組み（音声、文字、語句、文構造、表記の仕方等）に関して 
 ・ローマ字学習の取扱いについて 
 
４．効果的な指導の在り方について 
 ・教科担任制の中・高等学校における連携の在り方 
 ・短時間学習の活用 
 ・ＩＣＴ等の活用 
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個
別
の
知
識
や
技
能

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

教
科
等
の
本
質
に
根
ざ
し
た
見
方
や
考
え
方
等

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

○
言
葉
の
働
き
、
役
割
に
関
す
る
理
解

○
言
葉
の
特
徴
や
き
ま
り
に
関
す
る
理
解
と

使
い
分
け

・
言
葉
の
位
相
、
書
き
言
葉
（
文
字
）
、
話
し

言
葉

・
語
、
語
句
、
語
彙

・
文
の
成
分
、
文
の
構
成

・
文
章
の
構
造
（
文
と
文
の
関
係
、
段
落
、

段
落
と
文
章
の
関
係
）

な
ど

○
言
葉
の
使
い
方

・
話
し
方
、
書
き
方
、
表
現
の
工
夫

・
聞
き
方
、
読
み
方

な
ど

○
言
語
文
化
に
関
す
る
理
解

○
既
有
知
識
（
教
科
に
関
す
る
知
識
、
一
般

常
識
、
社
会
的
規
範
等
）

◆
テ
ク
ス
ト
・
情
報
を
理
解
す
る
力
、
文
章
や
発
話
に
よ
り
表
現
す
る
力

【
創
造
的
思
考
（
と
そ
れ
を
支
え
る
論
理
的
思
考
）
の
側
面
】

➢
情
報
を
多
角
的
に
精
査
し
、
構
造
化
す
る
力

・
論
理
の
吟
味
・
構
築
（
根
拠
、
論
拠
、
定
義
、
前
提
等
）

・
信
頼
性
、
妥
当
性
の
吟
味

・
推
論
に
基
づ
く
情
報
の
精
査
・
取
捨
選
択

・
既
有
知
識
に
よ
る
内
容
の
補
足
、
精
緻
化

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

【
感
性
・
情
緒
の
側
面
】

➢
言
葉
に
よ
っ
て
感
じ
た
り
想
像
し
た
り
す
る
力
、
感
情
や
想
像

を
言
葉
に
す
る
力

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

【
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
側
面
】

➢
言
葉
を
通
じ
て
伝
え
合
う
力

・
相
手
と
の
関
係
や
目
的
、
場
面
、
文
脈
、
状
況
等
の
理
解

・
相
手
の
心
の
想
像
、
意
図
や
感
情
の
読
み
取
り

・
自
分
の
考
え
や
思
い
の
伝
達

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

◆
考
え
を
形
成
、
深
化
す
る
力

➢
情
報
を
編
集
・
操
作
す
る
力

➢
新
し
い
情
報
を
、
既
に
持
っ
て
い
る
知
識
や
経
験
・
感
情
に
統
合
し

構
造
化
す
る
力

➢
新
し
い
問
い
を
立
て
る
な
ど
、
既
に
持
っ
て
い
る
考
え
の
構
造
を
転
換

す
る
力

・
言
葉
の
も
つ
曖
昧
性
や
、
表
現
に
よ
る
受
け
取
り
方

の
違
い
を
認
識
し
た
上
で
、
言
葉
が
持
つ
力
を
信
頼

し
、
言
葉
に
よ
っ
て
困
難
を
克
服
し
、
言
葉
を
通
し
て

社
会
や
文
化
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
態
度

・
言
葉
を
通
じ
て
、
自
分
の
も
の
の
見
方
、
考
え
方
を

深
め
よ
う
と
す
る
と
と
も
に
、
考
え
を
伝
え
合
う
こ
と
で
、

集
団
の
考
え
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
態
度

・
様
々
な
事
象
に
触
れ
た
り
体
験
し
た
り
し
て
感
じ
た
こ

と
を
言
葉
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
言
葉
を
互
い

に
交
流
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
心
を
豊
か
に
し
よ
う
と

す
る
態
度
（
自
分
の
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と

す
る
態
度
）

・
言
葉
を
通
じ
て
積
極
的
に
人
や
社
会
と
関
わ
り
、

自
己
を
表
現
し
、
他
者
を
理
解
す
る
な
ど
互
い
の

存
在
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
尊
重
し
よ
う
と
す
る

態
度

・
歴
史
の
中
で
創
造
さ
れ
、
継
承
さ
れ
て
き
た
言
語

文
化
に
対
す
る
関
心

言
語
に
関
す
る
資
質
・
能
力
（
検
討
の
た
た
き
台
）

平
成
２
８
年
３
月
３
日

教
育

課
程

部
会

言
語
能
力
の
向
上
に
関
す
る
特
別
チ
ー
ム

資
料
１
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構
成
・
表
現
形
式
の
検
討

テ
ー
マ
・
内
容
の
検
討

考
え
の
形
成
、
深
化

テ ク ス ト （ 情 報 ） の 理 解

精
査
と
解
釈

構
造
と
内
容
の
把
握

表
現

推
敲

○
文
章
の
推
敲

・
構
成
・
表
現
形
式
の
修
正

・
内
容
の
再
検
討
、
考
え
の
再
整
理

○
発
話
の
調
整

・
相
手
に
配
慮
し
た
表
現

・
相
手
の
視
点
を
考
慮
し
た
展
開

文 章 や 発 話 に よ る 表 現

認
知
か
ら
思
考
へ

平
成

２
８
年

３
月

３
日

教
育

課
程

部
会

言
語
能
力
の
向
上
に
関
す
る
特
別
チ
ー
ム

資
料
２

自
分
な
り
の
整
合
性
の
と
れ
た

考
え
の
形
成

言
語
に
関
す
る
資
質
・
能
力
の
要
素
（
イ
メ
ー
ジ
案
）

～
「
国
語
科
」
及
び
「
外
国
語
科
・
外
国
語
活
動
」
を
通
じ
て
育
成
す
べ
き
言
語
能
力
～

思
考
か
ら
表
現
へ

○
言
葉
の
働
き
、
役
割
に
関
す
る
理
解

○
日
本
語
や
外
国
語
の
特
徴
や
き
ま
り
に

関
す
る
理
解
と
使
い
分
け

・
言
語
の
位
相
、
書
き
言
葉
（
文
字
）
、

話
し
言
葉

・
語
、
語
句
、
語
彙

・
文
の
成
分
と
文
の
構
成

・
文
と
文
の
関
係
、
段
落
、
段
落
と
文
章

の
関
係

○
言
葉
の
使
い
方

・
話
し
方
、
聞
き
方
、
表
現
の
工
夫

・
聞
き
方
、
読
み
方

○
言
語
文
化
に
関
す
る
理
解

○
既
有
知
識
（
教
科
に
関
す
る
知
識
、

一
般
常
識
、
社
会
的
規
範
等
）

【
創
造
的
思
考
（
と
そ
れ
を
支
え
る
論
理
的
思
考
）
の
側
面
】

➢
情
報
を
多
角
的
に
精
査
し
、
構
造
化
す
る
力

・
論
理
の
吟
味
・
構
築
（
根
拠
、
論
拠
、
定
義
、
前
提
等
）

・
信
頼
性
、
妥
当
性
の
吟
味

・
推
論
に
基
づ
く
情
報
の
精
査
、
取
捨
選
択

・
既
有
知
識
に
よ
る
内
容
の
補
足
、
精
緻
化

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

【
感
性
・
情
緒
の
側
面
】

➢
言
葉
に
よ
っ
て
感
じ
た
り
想
像
し
た
り
す
る
力
、
感
情
や

想
像
を
言
葉
に
す
る
力

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

【
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
側
面
】

➢
言
葉
を
通
じ
て
伝
え
合
う
力

・
相
手
と
の
関
係
や
目
的
、
場
面
、
文
脈
、
状
況
等
の
理
解

・
相
手
の
心
の
想
像
、
意
図
や
感
情
の
読
み
取
り

・
自
分
の
考
え
や
思
い
の
伝
達

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

➢
情
報
を
編
集
・
操
作
す
る
力

➢
新
し
い
情
報
を
、
既
に
持
っ
て
い
る

知
識
や
経
験
・
感
情
に
統
合
し
構
造

化
す
る
力

➢
新
し
い
問
い
や
仮
説
を
立
て
る
な
ど
、

既
に
持
っ
て
い
る
考
え
の
構
造
を

転
換
す
る
力
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国語ワーキンググループにおける検討事項 

 

 

１．国語科を通じて育成すべき資質・能力について 

 ・国語科を学ぶ本質的な意義や他教科等との関連性について（言語能力の向上に関

する特別チームにおける議論を踏まえて） 

 ・三つの柱に沿った育成すべき資質・能力の明確化について 

ⅰ）何を知っているか、何ができるか（個別の知識・技能） 

ⅱ）知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等） 

ⅲ）どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、

人間性など） 

・幼稚園・小学校・中学校・高等学校を通じた国語科において育成すべき資質・能

力の系統性について 

・国語科において育成すべき資質・能力と指導内容との関係について 

 ・特に高等学校における科目構成について 

 ・漢字指導の在り方について 

 

 

２．アクティブ・ラーニングの三つの視点（※）を踏まえた、資質・能力の育成のた

めに重視すべき国語科の指導等の改善充実の在り方について 

 

 

３．資質・能力の育成のために重視すべき国語科の評価の在り方について 

 

 

４．必要な支援（特別支援教育の観点から必要な支援等を含む）、条件整備等について 

 

 

 

※アクティブ・ラーニングの三つの視点（企画特別部会「論点整理」１８ページ参照） 

ⅰ）習得・活用・探究という学習プロセスの中で、問題発見・解決を念頭に置いた深い学びの過

程が実現できているかどうか。 

ⅱ）他者との協働や外界との相互作用を通じて、自らの考えを広げ深める、対話的な学びの過程

が実現できているかどうか。 

ⅲ）子供たちが見通しを持って粘り強く取り組み、自らの学習活動を振り返って次につなげる、

主体的な学びの過程が実現できているかどうか。 
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個
別
の
知
識
や
技
能

（何
を
知
っ
て
い
る
か
、
何
が
で
き
る
か
）

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

教
科
等
の
本
質
に
根
ざ
し
た
見
方
や
考
え
方
等

（知
っ
て
い
る
こ
と
・で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か
）

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

（ど
の
よ
う
に
社
会
・世
界
と
関
わ
り

よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
）

○
言
葉
の
働
き
、
役
割
に
関
す
る
理
解

○
言
葉
の
特
徴
や
き
ま
り
に
関
す
る
理
解
と
使
い

分
け

・
言
葉
の
位
相
、
書
き
言
葉
（
文
字
）
、
話
し
言
葉
、

敬
語
、
方
言

・
語
、
語
句
、
語
彙

・
文
の
成
分
、
文
の
構
成

・
文
章
の
構
造
（
文
と
文
の
関
係
、
段
落
、
段
落

と
文
章
の
関
係
）

・
表
現
の
工
夫
（
修
辞
な
ど
）

な
ど

○
言
葉
の
使
い
方
に
関
す
る
理
解
と
使
い
分
け

・
話
合
い
や
話
し
方
・
発
表
、
聞
き
方

・
書
き
方

・
読
み
方
や
音
読
・
朗
読

○
書
写
に
関
す
る
知
識
・
技
能

○
伝
統
的
な
言
語
文
化
に
関
す
る
理
解

○
文
章
の
種
類
に
関
す
る
理
解

○
情
報
活
用
に
関
す
る
知
識
・
技
能

◆
テ
ク
ス
ト
・
情
報
を
理
解
す
る
力
、
文
章
や
発
話
に
よ
り
表
現
す
る
力

【
創
造
的
思
考
（
と
そ
れ
を
支
え
る
論
理
的
思
考
）
の
側
面
】

➢
情
報
を
多
角
的
に
精
査
し
、
構
造
化
す
る
力

・
論
理
の
吟
味
・
構
築
（
根
拠
、
論
拠
、
定
義
、
前
提
等
）

・
信
頼
性
、
妥
当
性
の
吟
味

・
推
論
に
基
づ
く
情
報
の
精
査
・
取
捨
選
択

・
既
有
知
識
に
よ
る
内
容
の
補
足
、
精
緻
化

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

【
感
性
・
情
緒
の
側
面
】

➢
言
葉
に
よ
っ
て
感
じ
た
り
想
像
し
た
り
す
る
力
、
感
情
や
想
像

を
言
葉
に
す
る
力

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

【
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
側
面
】

➢
言
葉
を
通
じ
て
伝
え
合
う
力

・
相
手
と
の
関
係
や
目
的
、
場
面
、
文
脈
、
状
況
等
の
理
解

・
相
手
の
心
の
想
像
、
意
図
や
感
情
の
読
み
取
り

・
自
分
の
考
え
や
思
い
の
伝
達

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

◆
考
え
を
形
成
、
深
化
す
る
力
（
個
人
ま
た
は
集
団
と
し
て
）

➢
情
報
を
編
集
・
操
作
す
る
力

➢
新
し
い
情
報
を
、
既
に
持
っ
て
い
る
知
識
や
経
験
・
感
情
に
統
合
し

構
造
化
す
る
力

➢
新
し
い
問
い
を
立
て
る
な
ど
、
既
に
持
っ
て
い
る
考
え
の
構
造
を

転
換
す
る
力

・
言
葉
の
も
つ
曖
昧
性
や
、
表
現
に
よ
る
受
け
取
り

方
の
違
い
を
認
識
し
た
上
で
、
言
葉
が
も
つ
力
を

信
頼
し
、
言
葉
に
よ
っ
て
困
難
を
克
服
し
、
言
葉
を

通
し
て
社
会
や
文
化
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
態
度

・
言
葉
を
通
じ
て
、
自
分
の
も
の
の
見
方
、
考
え
方

を
深
め
よ
う
と
す
る
と
と
も
に
、
考
え
を
伝
え
合
う

こ
と
で
、
集
団
の
考
え
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る

態
度

・
様
々
な
事
象
に
触
れ
た
り
体
験
し
た
り
し
て
感
じ
た

こ
と
を
言
葉
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
言
葉
を

互
い
に
交
流
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
心
を
豊
か
に

し
よ
う
と
す
る
態
度
（
自
分
の
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
よ
う
と
す
る
態
度
）

・
言
葉
を
通
じ
て
積
極
的
に
人
や
社
会
と
関
わ
り
、

自
己
を
表
現
し
、
他
者
の
心
と
共
感
す
る
な
ど
互

い
の
存
在
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
尊
重
し
よ

う
と
す
る
態
度

・
我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
心
を
も
ち
、
言
語
文
化

を
享
受
し
、
生
活
や
社
会
の
中
で
活
用
し
、
継
承
・

発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
態
度

・
自
ら
進
ん
で
読
書
を
し
、
本
の
世
界
を
想
像
し
た
り

味
わ
っ
た
り
す
る
と
と
も
に
、
読
書
を
通
し
て
、
知
ら

な
い
こ
と
を
知
っ
た
り
、
経
験
の
な
い
こ
と
を
体
験

し
た
り
、
新
し
い
考
え
に
触
れ
た
り
す
る
な
ど
し
て

人
生
を
豊
か
に
し
よ
う
と
す
る
態
度

国
語
科
で
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
（
検
討
の
た
た
き
台
）

平
成
２
８
年
２
月
１
９
日

教
育

課
程

部
会

国
語
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
２
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【小
学
校
】

国
語

教
育

の
イ

メ
ー

ジ
（
2
月

19
日
版
）

全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査

高 等 学 校 基 礎 学 力 テ ス ト高 等 学 校 基 礎 学 力 テ ス ト

（ 仮 称 ）

改
善
の

た
め
の

P
D
C
A

サ
イ
ク
ル

）
【幼
児
教
育
】

（
教
育
課
程
部
会
幼
児
教
育
部
会
に
お
い
て
、
本
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
幼
児
期
に
育
み
た
い
資
質
・
能
力
、
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
の
明
確
化
に
つ
い
て
審
議
）

【中
学
校
】

【高
等
学
校
】

①
言
葉
が
も
つ
力
を
信
頼
し
、
伝
え
合
う
喜
び
を
味
わ
う
と
と
も
に
、
言
語
文
化
の
担
い
手
と
し
て
の
意
識
を
も
ち
、
生
涯
に
わ
た
り
国
語
を

尊
重
し
て
そ
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

②
創
造
的
・
論
理
的
思
考
や
感
性
・
情
緒
を
働
か
せ
、
他
者
と
の
関
係
性
の
中
で
、
言
葉
で
効
果
的
に
表
現
し
た
り
的
確
に
理
解
し
た
り
す
る

と
と
も
に
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
社
会
的
な
視
点
か
ら
、
自
分
の
思
い
や
考
え
を
統
合
的
・
創
造
的
に
形
成
し
深
め
て
い
る
。

③
生
涯
に
わ
た
る
社
会
生
活
や
専
門
的
な
学
習
に
必
要
な
言
葉
の
特
徴
や
き
ま
り
、
言
葉
の
使
い
方
な
ど
に
つ
い
て
、
総
合
的
に
理
解
し
、

そ
れ
ら
を
効
果
的
に
使
い
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

改
善
の

た
め
の

P
D
C
A

サ
イ
ク
ル

改
善
の

た
め
の

P
D
C
A

サ
イ
ク
ル

①
言
葉
が
も
つ
力
を
信
頼
し
、
伝
え
合
う
喜
び
を
味
わ
う
と
と
も
に
、
言
語
文
化
に
対
す
る
関
心
を
も
ち
、
国
語
を
尊
重
し
て
い
る
。

②
創
造
的
・
論
理
的
思
考
や
感
性
・
情
緒
を
働
か
せ
、
他
者
と
の
関
係
性
の
中
で
、
言
葉
で
適
切
に
表
現
し
た
り
正
確
に
理
解
し
た
り
す
る
と

と
も
に
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
自
分
の
思
い
や
考
え
を
形
成
し
深
め
て
い
る
。

③
社
会
生
活
に
必
要
な
言
葉
の
特
徴
や
き
ま
り
、
漢
字
の
読
み
書
き
、
言
葉
の
使
い
方
な
ど
に
つ
い
て
理
解
し
、
そ
れ
ら
を
適
切
に
使
い
分
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

①
言
葉
が
も
つ
力
を
信
頼
し
、
伝
え
合
う
喜
び
を
味
わ
う
と
と
も
に
、
言
葉
に
対
す
る
関
心
を
も
ち
、
国
語
を
尊
重
し
て
い
る
。

②
創
造
的
・
論
理
的
思
考
や
感
性
・
情
緒
を
働
か
せ
、
他
者
と
の
関
係
性
の
中
で
、
言
葉
で
適
切
に
表
現
し
た
り
正
確
に
理
解
し
た
り
す
る
と

と
も
に
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
自
分
の
思
い
や
考
え
を
形
成
し
て
い
る
。

③
日
常
生
活
に
必
要
な
言
葉
の
特
徴
や
き
ま
り
、
文
字
の
読
み
書
き
、
言
葉
の
使
い
方
な
ど
に
つ
い
て
理
解
し
、
そ
れ
ら
を
使
い
分
け
る
こ
と

が
で
き
る
。

・
友
達
同
士
で
目
的
に
必
要
な
情
報
を
伝
え
合
っ
た
り
、
活
用
し
た
り
す
る
。

・
相
手
の
話
の
内
容
を
注
意
し
て
聞
い
て
分
か
っ
た
り
、
自
分
の
思
い
や
考
え
な
ど
を
相
手
に
分
か
る
よ
う
に
話
し
た
り
す
る
な
ど
し
て
、
言
葉
を
通
し
て
教
職
員
や
友
達
と
心
を

通
わ
せ
る
。

・
イ
メ
ー
ジ
や
考
え
を
言
葉
で
表
現
し
な
が
ら
、
遊
び
を
通
し
て
文
字
の
意
味
や
役
割
を
認
識
し
た
り
、
記
号
と
し
て
の
文
字
を
獲
得
す
る
必
要
性
を
理
解
し
た
り
し
、
必
要
に
応
じ

て
具
体
的
な
物
と
対
応
さ
せ
て
、
文
字
を
読
ん
だ
り
、
書
い
た
り
す
る
。

・
絵
本
や
物
語
な
ど
に
親
し
み
、
興
味
を
も
っ
て
聞
き
、
想
像
を
す
る
楽
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
を
通
し
て
、
そ
の
言
葉
の
も
つ
意
味
の
面
白
さ
を
感
じ
た
り
、
そ
の
想
像
の
世
界
を
友
達

と
共
有
し
、
言
葉
に
よ
る
表
現
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
。
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個
別
の
知
識
や
技
能

（何
を
知
っ
て
い
る
か
、
何
が
で
き
る
か
）

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

教
科
等
の
本
質
に
根
ざ
し
た
見
方
や
考
え
方
等

（知
っ
て
い
る
こ
と
・で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か
）

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

(ど
の
よ
う
に
社
会
・世
界
と
関
わ
り
よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
)

○
言
葉
の
働
き
、
役
割
に
関
す
る
理
解

＊
言
葉
の
働
き
、
役
割
（
例
え
ば
外
国
語
と
比
較
し
て
）

＊
言
葉
の
働
き
、
役
割
（
主
に
効
果
的
な
使
い
分
け
）
な
ど

○
言
葉
の
特
徴
や
き
ま
り
に
関
す
る
理
解
と
使
い
分
け

・
言
葉
の
位
相
、
書
き
言
葉
、
話
し
言
葉
、
敬
語
、
方
言

＊
平
仮
名
、
片
仮
名
、
ロ
ー
マ
字
、
学
年
別
漢
字
配
当
表

＊
日
常
生
活
で
使
わ
れ
る
敬
語
、
方
言
と
共
通
語
の
違
い

＊
学
年
別
漢
字
配
当
表
、
大
体
の
常
用
漢
字

＊
時
間
の
経
過
に
よ
る
言
葉
の
変
化

＊
常
用
漢
字

・
語
、
語
句
、
語
彙

＊
主
に
具
体
的
な
事
象
を
表
す
語
句

＊
主
に
抽
象
的
な
概
念
を
表
す
語
句

＊
単
語
の
類
別
と
働
き

＊
社
会
性
・
専
門
性
の
高
い
語
句
、
思
考
・
思
索
の
深
化

に
つ
な
が
る
語
句

＊
類
義
語
、
対
義
語
等
の
語
彙
の
体
系
的
理
解

・
文
の
成
分
、
文
の
構
成

＊
主
語
・
述
語
、
修
飾
語
・
被
修
飾
語
の
関
係

＊
基
本
的
な
文
の
構
成

＊
多
様
な
文
の
構
成
、
文
の
成
分
の
順
序
や
照
応

・
文
章
の
構
造
（
文
と
文
の
関
係
、
段
落
、
段
落
と
文
章
の

関
係
）

＊
指
示
語
、
基
本
的
な
接
続
語
（
順
接
、
逆
接
な
ど
）

＊
文
章
の
基
本
的
な
構
成
や
展
開

＊
接
続
語
等
を
要
し
な
い
文
と
文
と
の
関
係

＊
多
様
な
文
章
の
種
類
と
典
型
的
な
構
成
や
展
開

＊
文
章
の
独
創
的
な
構
成
や
展
開

・
表
現
の
工
夫
（
修
辞
な
ど
）

＊
擬
人
法
、
比
喩
、
反
復
な
ど

＊
書
き
出
し
や
結
び
の
工
夫
な
ど

＊
表
現
の
技
法
の
使
い
分
け

＊
文
章
の
種
類
に
応
じ
た
表
現
の
仕
方

◆
テ
ク
ス
ト
・
情
報
を
理
解
す
る
力
、
文
章
や
発
話
に
よ
り
表
現
す

る
力

【
創
造
的
思
考
（
と
そ
れ
を
支
え
る
論
理
的
思
考
）
の
側
面
】

➢
情
報
を
多
角
的
に
精
査
し
、
構
造
化
す
る
力

＊
事
実
と
意
見
の
区
別
や
情
報
と
情
報
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
見
出
し

や
文
頭
の
語
句
、
接
続
語
な
ど
を
手
掛
か
り
に
考
え
、
内
容
や
大
ま
か

な
展
開
を
捉
え
る
力

＊
目
的
に
応
じ
、
順
序
や
ま
と
ま
り
を
考
え
て
情
報
を
整
理
し
、
自
分
の

思
い
や
考
え
を
適
切
な
言
葉
で
表
現
す
る
力

＊
情
報
の
信
頼
性
・
妥
当
性
、
情
報
と
情
報
の
関
係
性
等
を
根
拠
に
基

づ
い
て
検
討
し
、
内
容
や
展
開
を
解
釈
し
た
り
す
る
力

＊
目
的
に
応
じ
、
伝
達
の
効
果
を
考
え
て
情
報
を
整
理
・
構
成
し
、
自
分

の
思
い
や
考
え
を
適
切
な
言
葉
で
表
現
す
る
力

＊
テ
ク
ス
ト
（
音
声
、
文
字
、
映
像
等
を
含
む
）の
内
容
や
展
開
、
そ
れ
ら

に
含
意
さ
れ
た
意
味
を
、
論
理
や
既
有
知
識
に
基
づ
い
て
、
吟
味
、
補

足
、
精
緻
化
を
行
い
、
解
釈
す
る
力

＊
情
報
の
質
と
量
に
関
し
、
情
報
の
信
頼
性
・
妥
当
性
や
論
理
性
、
目
的

と
の
整
合
性
等
を
考
察
し
、
情
報
を
整
理
・構
造
化
し
て
表
現
す
る
力

➢
構
成
・
表
現
形
式
に
対
し
て
評
価
す
る
力
（
※
）

＊
構
成
・
表
現
形
式
に
対
し
て
、
自
分
の
考
え
を
も
つ
力

＊
構
成
・
表
現
形
式
を
根
拠
を
も
っ
て
評
価
し
、
自
分
の
表
現
に
生
か
す

力
＊
他
の
構
成
・
表
現
形
式
と
比
較
し
な
が
ら
、
そ
の
妥
当
性
や
効
果
を

評
価
す
る
力
、
表
現
行
為
を
行
い
な
が
ら
、
相
手
の
反
応
や
状
況
に

応
じ
て
よ
り
良
い
も
の
に
改
善
す
る
力

【
感
性
・
情
緒
の
側
面
】

➢
言
葉
に
よ
っ
て
感
じ
た
り
想
像
し
た
り
す
る
力
、
感
情
や
想
像
を

言
葉
に
す
る
力

＊
体
験
的
・
感
覚
的
に
言
葉
を
捉
え
て
感
じ
た
り
想
像
し
た
り
す
る
力

＊
自
分
の
思
い
や
感
情
を
あ
り
の
ま
ま
、
言
葉
に
す
る
力

＊
テ
ク
ス
ト
・
情
報
に
表
さ
れ
た
世
界
を
、
言
葉
の
意
味
や
文
章
の
展
開
を

手
掛
か
り
に
、
感
じ
た
り
想
像
し
た
り
す
る
力

・
言
葉
の
も
つ
曖
昧
性
や
、
表
現
に
よ
る
受
け
取
り

方
の
違
い
を
認
識
し
た
上
で
、
言
葉
が
も
つ
力
を

信
頼
し
、
言
葉
に
よ
っ
て
困
難
を
克
服
し
、
言
葉
を

通
し
て
社
会
や
文
化
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
態
度

・
言
葉
を
通
じ
て
、
自
分
の
も
の
の
見
方
、
考
え
方

を
深
め
よ
う
と
す
る
と
と
も
に
、
考
え
を
伝
え
合
う

こ
と
で
、
集
団
の
考
え
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る

態
度

・
様
々
な
事
象
に
触
れ
た
り
体
験
し
た
り
し
て
感
じ

た
こ
と
を
言
葉
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
言

葉
を
互
い
に
交
流
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
心
を

豊
か
に
し
よ
う
と
す
る
態
度
（
自
分
の
感
情
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る
態
度
）

・
言
葉
を
通
じ
て
積
極
的
に
人
や
社
会
と
関
わ
り
、

自
己
を
表
現
し
、
他
者
の
心
と
共
感
す
る
な
ど
互
い

の
存
在
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
尊
重
し
よ
う
と

す
る
態
度

・
我
が
国
の
言
語
文
化
に
対
す
る
関
心
、
及
び
、

言
語
文
化
を
享
受
し
、
生
活
や
社
会
の
中
で

活
用
し
、
継
承
・
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
態
度

・
自
ら
進
ん
で
読
書
を
し
、
本
の
世
界
を
想
像
し
た
り

味
わ
っ
た
り
す
る
と
と
も
に
、
読
書
を
通
し
て
、
知
ら

な
い
こ
と
を
知
っ
た
り
、
経
験
の
な
い
こ
と
を
体
験

し
た
り
、
新
し
い
考
え
に
触
れ
た
り
す
る
な
ど
し
て

人
生
を
豊
か
に
し
よ
う
と
す
る
態
度

国
語
科
で
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
（
各
学
校
段
階
別
）
（
検
討
の
た
た
き
台
）

※
文
字
色
：
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
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＊
多
様
な
文
体
の
効
果
と
使
い
分
け

＊
小
論
文
等
の
書
き
方

な
ど

○
言
葉
の
使
い
方
に
関
す
る
理
解
と
使
い
分
け

・
話
合
い
や
話
し
方
・
発
表

（
略
）

・
書
き
方

（
略
）

・
読
み
方
や
音
読
・
朗
読

（
略
）

○
書
写
に
関
す
る
知
識
・
技
能

＊
筆
記
具
の
持
ち
方
、
文
字
の
形
を
整
え
て
書
く
技
能

＊
文
字
の
大
き
さ
や
筆
記
具
の
特
徴
と
選
択

＊
文
字
を
正
し
く
整
え
て
速
く
書
く
技
能

＊
表
現
方
法
や
伝
達
方
法
の
効
果
と
使
い
分
け

＊
様
々
な
文
章
の
目
的
に
応
じ
た
文
字
の
書
体
や
配
置

＊
実
用
的
な
文
章
の
目
的
に
応
じ
た
、
効
果
的
な
文
字
の

書
体
や
配
置

な
ど

○
伝
統
的
な
言
語
文
化
に
関
す
る
理
解

＊
文
語
調
の
文
章
の
特
徴

＊
昔
の
人
の
も
の
の
見
方
や
感
じ
方

＊
短
歌
や
俳
句
、
こ
と
わ
ざ
、
慣
用
句
、
故
事
成
語

＊
代
表
的
な
古
典
作
品
の
種
類
や
特
徴

＊
現
代
に
つ
な
が
る
古
典
や
芸
能
の
特
質
や
意
義

＊
現
代
に
つ
な
が
る
言
語
文
化
の
特
質
や
意
義

＊
代
表
的
な
古
典
作
品
と
そ
の
歴
史
的
背
景

＊
文
語
の
き
ま
り
、
訓
読
の
き
ま
り

な
ど

○
文
章
の
種
類
に
関
す
る
理
解

（
略
）

○
情
報
活
用
に
関
す
る
知
識
・
技
能

＊
索
引
の
利
用
、
目
次
や
奥
付
の
見
方

＊
学
校
図
書
館
の
意
義
、
役
割

＊
学
校
図
書
館
や

W
eb
サ
イ
ト
等
に
お
け
る
情
報
検
索
の

仕
方

＊
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
の
特
性
と
使
い
分
け

＊
学
校
図
書
館
や

W
eb
サ
イ
ト
等
に
よ
り
収
集
し
た
情
報
の

真
偽
や
適
否
の
確
認
、
編
集
の
仕
方

な
ど

＊
自
分
の
思
い
や
感
情
を
多
様
な
表
現
の
中
か
ら
言
葉
を
選
び
、
思
い

や
感
情
を
明
確
に
し
た
り
深
め
た
り
す
る
力

＊
テ
ク
ス
ト
に
含
意
さ
れ
た
世
界
を
、
言
葉
の
意
味
や
感
覚
を
手
掛
か
り

に
、
根
拠
を
も
っ
て
感
じ
た
り
想
像
し
た
り
す
る
力

＊
自
分
の
思
い
や
感
情
を
適
切
に
言
語
化
す
る
こ
と
で
、
思
い
や
感
情

を
明
確
に
し
た
り
、
深
め
た
り
、
望
ま
し
い
方
向
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
り

す
る
力

➢
構
成
・
表
現
形
式
に
対
し
て
評
価
す
る
力

（
※
と
同
じ
）

【
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
側
面
】

➢
言
葉
を
通
じ
て
伝
え
合
う
力

＊
自
分
の
体
験
や
感
情
を
元
に
相
手
の
心
を
想
像
す
る
力

＊
相
手
と
の
関
係
性
を
理
解
し
、
相
手
の
意
図
や
内
面
を
想
像
・推
察

す
る
力

＊
社
会
的
な
文
脈
に
お
い
て
、
相
手
と
の
関
係
性
を
把
握
し
、
相
手
の

意
図
や
内
面
を
想
像
・
推
察
す
る
力

➢
構
成
・
表
現
形
式
に
対
し
て
評
価
す
る
力

（
※
と
同
じ
）

◆
考
え
を
形
成
、
深
化
す
る
力
（
個
人
ま
た
は
集
団
と
し
て
）

➢
情
報
を
編
集
・
操
作
す
る
力

＊
対
面
す
る
相
手
や
具
体
的
な
目
的
に
応
じ
て
、
情
報
を
選
択
す
る
力

＊
相
手
や
目
的
に
応
じ
て
、
話
題
、
題
材
な
ど
を
設
定
し
、
情
報
を
編
集
・

操
作
す
る
力

＊
相
手
や
目
的
に
応
じ
て
、
話
題
、
題
材
、
問
題
意
識
な
ど
を
設
定
し
、

情
報
を
編
集
・
操
作
す
る
力

➢
新
し
い
情
報
を
、
既
に
持
っ
て
い
る
知
識
や
経
験
・
感
情
に
統
合

し
、
構
造
化
す
る
力

＊
他
者
の
思
い
・
考
え
や
新
た
な
情
報
を
、
自
分
の
思
い
・考
え
や
既
知

の
情
報
に
照
ら
し
て
取
り
入
れ
る
力

＊
社
会
生
活
に
お
け
る
様
々
な
情
報
を
、
既
有
の
知
識
や
経
験
・
感
情

に
基
づ
い
て
解
釈
し
、
整
理
・
構
成
す
る
力

＊
社
会
的
文
化
的
な
背
景
を
有
す
る
未
知
の
テ
ク
ス
ト
を
、
既
有
の
知
識

や
経
験
・
感
情
に
体
系
的
に
統
合
し
、
構
造
化
す
る
力

➢
新
し
い
問
い
を
立
て
る
な
ど
、
既
に
持
っ
て
い
る

考
え
の
構
造
を
転
換
す
る
力

＊
考
え
た
こ
と
、
分
か
っ
た
こ
と
を
元
に
、
更
に
確
か
め

た
い
こ
と
、
調
べ
た
い
こ
と
を
意
識
化
す
る
力

＊
考
え
た
こ
と
、
分
か
っ
た
こ
と
を
元
に
、
新
し
い
問
い
を

立
て
た
り
、
新
た
な
発
想
や
主
張
を
形
成
し
た
り
す
る

力

＊
既
成
の
概
念
と
異
な
る
新
し
い
問
い
を
立
て
た
り
、

他
者
と
異
な
る
発
想
や
主
張
を
独
自
の
論
理
や

表
現
に
よ
っ
て
確
立
し
た
り
す
る
力
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学 習 目 的 の 理 解 （ 見 通 し ）

自 分 の 学 習 に 対 す る 考 察 （ 振 り 返 り ）

次 の 学 習 活 動 （ 話 す こ と ・ 聞 く こ と 、 書 く こ と 、 読 む こ と ） へ の 活 用

話 す こ と ・ 聞 く こ と

話
題

選
択

精
査
と
解
釈

話 す こ と 聞 く こ と 話 し 合 う こ と

集
団
と
し
て
の

考
え
の
形
成

内
容
の
検
討
、
考
え
の
整
理

構
成
・
表
現
形
式
の
検
討

テ
ー
マ

の
設
定

国
語
科
に
お
け
る
学
習
活
動
の
要
素
（
イ
メ
ー
ジ
案
）

平
成
２
８
年
２
月
１
９
日

教
育

課
程

部
会

国
語
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
３

他
者
の
聞

く
こ
と
へ

の
評
価
、

他
者
か
ら

の
評
価

進
行
の
計
画

情
報
収
集

＊
読
む
こ
と
、
聞
く
こ
と
で
育
成
し
た
力
を
活
用

内
容
の
整
理

（
必
要
に
応
じ
た
質
問
）

構
造
と
内
容
の
把
握

記
録
、
記
録
の
整
理

話
題

選
択

関
連
す
る
情
報
の
収
集

＊
読
む
こ
と
、
聞
く
こ
と
で

育
成
し
た
力
を
活
用

※
必
ず
し
も
一
方
通
行
、
順
序
性
の
あ
る
流
れ
で
は
な
い
。

○
言
葉
の
働
き
、
役
割
に
関
す
る
理
解

○
言
葉
の
特
徴
や
き
ま
り
に
関
す
る

理
解
と
使
い
分
け

○
言
葉
の
使
い
方
に
関
す
る
理
解
と

使
い
分
け

○
伝
統
的
な
言
語
文
化
に
関
す
る
理
解

○
情
報
活
用
に
関
す
る
知
識
・
技
能

話
す
こ
と
、
聞
く
こ
と
の
往
還

表
現

（
工
夫
、
即
応
）

他
者
の
話
す
こ
と

へ
の
評
価
、

他
者
か
ら
の
評
価

【
創
造
的
思
考
（
と
そ
れ
を
支
え
る
論
理
的
思
考
）
の
側
面
】

➢
情
報
を
多
角
的
に
精
査
し
、
構
造
化
す
る
力

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

【
感
性
・
情
緒
の
側
面
】

➢
言
葉
に
よ
っ
て
感
じ
た
り
想
像
し
た
り
す
る
力
、

感
情
や
想
像
を
言
葉
に
す
る
力

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

【
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
側
面
】

➢
言
葉
を
通
じ
て
伝
え
合
う
力

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

考
え
の
形
成

考
え
の
形
成
、
深
化

➢
情
報
を
編
集
・
操
作
す
る
力

➢
新
し
い
情
報
を
、
既
に
持
っ
て

い
る
知
識
や
経
験
・
感
情
に

統
合
し
構
造
化
す
る
力

➢
新
し
い
問
い
を
立
て
る
な
ど
、

既
に
持
っ
て
い
る
考
え
の
構
造

を
転
換
す
る
力
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記
述

書 く こ と
推
敲

学 習 目 的 の 理 解 （ 見 通 し ）

読 む こ と

テ
ー
マ

の
設
定

考
え
の
形
成

自 分 の 学 習 に 対 す る 考 察 （ 振 り 返 り ）

次 の 学 習 活 動 （ 話 す こ と ・ 聞 く こ と 、 書 く こ と 、 読 む こ と ） へ の 活 用

※
必
ず
し
も
一
方
通
行
、
順
序
性
の
あ
る
流
れ
で
は
な
い
。

選
書

（
本
以
外
も
含
む
）

精
査
と
解
釈

構
造
と
内
容
の
把
握

情
報
収
集

＊
読
む
こ
と
、
聞
く
こ
と
で
育
成
し
た
力
を
活
用

他
者
の
読

む
こ
と
へ

の
評
価
、

他
者
か
ら

の
評
価

他
者
の
書
く
こ
と

へ
の
評
価
、

他
者
か
ら
の
評
価

内
容
の
検
討
、
考
え
の
整
理

構
成
・
表
現
形
式
の
検
討

考
え
の
形
成
、
深
化

○
言
葉
の
働
き
、
役
割
に
関
す
る
理
解

○
言
葉
の
特
徴
や
き
ま
り
に
関
す
る

理
解
と
使
い
分
け

○
言
葉
の
使
い
方
に
関
す
る
理
解
と

使
い
分
け

○
書
写
に
関
す
る
知
識
・
技
能

○
伝
統
的
な
言
語
文
化
に
関
す
る
理
解

○
文
章
の
種
類
に
関
す
る
理
解

○
情
報
活
用
に
関
す
る
知
識
・
技
能

【
創
造
的
思
考
（
と
そ
れ
を
支
え
る
論
理
的
思
考
）
の
側
面
】

➢
情
報
を
多
角
的
に
精
査
し
、
構
造
化
す
る
力

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

【
感
性
・
情
緒
の
側
面
】

➢
言
葉
に
よ
っ
て
感
じ
た
り
想
像
し
た
り
す
る
力
、

感
情
や
想
像
を
言
葉
に
す
る
力

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

【
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
側
面
】

➢
言
葉
を
通
じ
て
伝
え
合
う
力

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

➢
情
報
を
編
集
・
操
作
す
る
力

➢
新
し
い
情
報
を
、
既
に
持
っ
て

い
る
知
識
や
経
験
・
感
情
に

統
合
し
構
造
化
す
る
力

➢
新
し
い
問
い
を
立
て
る
な
ど
、

既
に
持
っ
て
い
る
考
え
の
構
造

を
転
換
す
る
力
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現
行
の
高
等
学
校
国
語
科
に
お
け
る
課
題
と
対
応
（
案
）

課
題
１
：
教
科
書
教
材
等
へ
の
依
存
度
が
高
く
、
主
体
的
な
言
語
活
動
が
軽
視
さ
れ
、
依
然
と
し
て
講
義
調

の
伝
達
型
授
業
が
行
わ
れ
る
傾
向
（
P
４
）

→
各
科
目
に
お
い
て
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
を
図
る

課
題
２
：
話
合
い
や
論
述
な
ど
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
「
書
く
こ
と
」
に
お
け
る
学
習
が
低
調
（
P
４
）

→
共
通
必
履
修
科
目
及
び
選
択
科
目
に
お
い
て
、
話
合
い
や
論
述
な
ど
の
活
動
に
よ
る
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」

「
書
く
こ
と
」
に
関
わ
る
能
力
の
育
成
を
図
る

課
題
３
：
高
校
生
の
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
の
一
部
に
課
題
（
P
５
）

→
各
科
目
に
お
い
て
、
資
質
・
能
力
の
三
つ
の
柱
の
う
ち
、
特
に
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
育
成
を
重
視

・
テ
ク
ス
ト
・
情
報
を
理
解
す
る
力
、
文
章
や
発
話
に
よ
り
表
現
す
る
力
（
創
造
的
・
論
理
的
思
考
の
側
面
、

感
性
・
情
緒
の
側
面
、
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
側
面
）

・
考
え
を
形
成
す
る
力

課
題
４
：
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
や
課
題
探
究
に
関
す
る
言
語
活
動
等
が
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
い
（
P
５
）

→
共
通
必
履
修
科
目
及
び
選
択
科
目
に
お
い
て
、
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
や
課
題
探
究
に
関
す
る
言
語
活
動
等

に
よ
る
情
報
活
用
能
力
の
育
成
を
図
る

課
題
５
：
進
学
希
望
者
の
多
い
普
通
科
で
は
、
Ａ
科
目
の
開
設
率
が
低
く
、
言
語
文
化
に
関
す
る
学
習
が
不
十
分
で
あ
る

可
能
性
が
あ
る
(P
６
)

課
題
６
：
古
典
に
対
す
る
興
味
・
関
心
と
と
も
に
、
必
要
性
を
感
じ
さ
せ
る
指
導
に
も
課
題
（
P
７
）

課
題
７
：
学
習
意
欲
を
高
め
る
た
め
に
、
「
文
法
」
「
古
語
の
意
味
」
等
に
関
す
る
指
導
の
改
善
の
必
要
性
（
P
７
）

→
共
通
必
履
修
科
目
及
び
選
択
科
目
に
お
い
て
、
言
語
文
化
を
理
解
し
、
社
会
や
自
分
と
の
関
わ
り
の
中
で
生
か
す

学
習
を
重
視
す
る

→
選
択
科
目
に
お
い
て
、
我
が
国
の
伝
統
的
な
言
語
文
化
へ
の
理
解
・
関
心
を
深
め
る

課
題
８
：
小
・
中
学
生
に
比
し
て
、
高
校
生
の
読
書
活
動
は
、
こ
こ
１
０
年
ほ
ど
改
善
が
み
ら
れ
な
い
（
P
８
）

→
各
科
目
に
お
い
て
、
読
書
活
動
の
充
実
を
図
る

1
1

平
成
２
８
年
２
月
１
９
日

教
育

課
程

部
会

国
語
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
６
（
抜
粋
）
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高
等
学
校
国
語
科
の
現
行
の
課
題
と
改
訂
の
方
向
性
（
た
た
き
台
）

1
2

【
文
学
国
語
（
仮
称
）
】

小
説
、
随
筆
、
詩
歌
、
脚
本
等
に

描
か
れ
た
人
物
の
心
情
や
情
景

等
を
読
み
味
わ
い
、
表
現
の
仕

方
等
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
そ

れ
ら
を
創
作
す
る
能
力
を
育
成

す
る
科
目

→
特
に
、
課
題
３
（
主
と
し
て
、
感

性
・
情
緒
の
側
面
、
考
え
の
形

成
）
に
対
応

【
古
典
探
究
（
仮
称
）
】

古
典
と
し
て
の
古
文
・
漢
文
を

課
題
意
識
を
も
っ
て
読
み
深
め

る
こ
と
を
通
し
て
、
我
が
国
の
伝

統
的
な
言
語
文
化
へ
の
理
解
・

関
心
を
深
め
る
科
目

→
特
に
、
課
題
３
、
４
、
５
、
６
、
７

に
対
応

【
論
理
国
語
（
仮
称
）
】

多
様
な
文
章
等
を
、
多
角
的
な

視
点
か
ら
理
解
し
、
自
分
の
考

え
を
論
理
的
に
形
成
し
て
表
現

す
る
能
力
を
育
成
す
る
科
目

→
特
に
、
課
題
３
（
主
と
し
て
、

創
造
的
・
論
理
的
思
考
力
の

側
面
、
考
え
の
形
成
）
に
対
応

※
課
題
の
番
号
は
、
前
頁
に
記
載
の
あ
る
課
題
番
号

選 択 科 目 （ 案 ）

課
題
１
・
・
・
各
科
目
に
お
い
て
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
を
図
る

課
題
８
・
・
・
各
科
目
に
お
い
て
、
読
書
活
動
の
充
実
を
図
る

【
国
語
表
現
（
仮
称
）
】

自
分
の
思
い
や
考
え
を
ま
と
め
て
、

適
切
か
つ
効
果
的
に
表
現
し
、
他
者

に
伝
え
る
能
力
を
育
成
す
る
科
目

・
表
現
に
関
わ
る
能
力
や
、
情
報

活
用
能
力
の
育
成
を
重
視

→
特
に
、
課
題
２
、
３
（
主
と
し
て
、

他
者
と
の
ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ
の
側
面
、

考
え
の
形
成
）
、
４
に
対
応

共 通 必 履 修 科 目 （ 案 ）

【
言
語
文
化
（
仮
称
）
】

我
が
国
の
言
語
文
化
へ
の
理
解
・
関
心
を
深
め
る
科
目

・
古
典
や
近
代
以
降
の
文
章
を
読
む
こ
と
を
通
し
て
我
が
国
の
言
語
文
化

を
理
解
し
、
社
会
や
自
分
と
の
関
わ
り
の
中
で
生
か
す
学
習
を
重
視

（
「
読
む
こ
と
」
「
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
」

を
中
心
と
す
る
指
導
）

→
課
題
３
、
５
、
６
、
７
に
対
応

【
現
代
の
国
語
（
仮
称
）
】

実
社
会
・
実
生
活
に
生
き
て
働
く
国
語
の
能
力
を
高
め
る
科
目

・
収
集
し
た
情
報
を
解
釈
し
、
根
拠
に
基
づ
い
て
論
述
し
た
り
議
論
し

た
り
す
る
活
動
を
通
し
て
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
を
育
成

す
る
学
習
を
重
視
（
「
読
む
こ
と
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
を
基
に

「
書
く
こ
と
」
や
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
に
展
開
す
る
指
導
を
重
視
）

→
特
に
、
課
題
２
、
３
に
対
応

・
情
報
活
用
能
力
の
育
成
を
重
視

→
特
に
、
課
題
４
に
対
応
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